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改定前改定後（平成24年度～平成26年度）
所得段階

年間保険料（円）年間保険料（円）対　象　者

25,80020,300生活保護を受けている方
世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けている方第１段階

25,80020,300世帯全員が住民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方第２段階

38,70030,500世帯全員が住民税非課税で、第２段階に該当しない方第３段階

51,60040,600世帯の中に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税の方第４段階

64,50050,800本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円未満の方第５段階

77,40061,000本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以上の方第６段階

※　平成24年度から第５段階と第６段階を判定する基準額が200万円から190万円に変更。
　【問い合わせ】後志広域連合　緯0136－55－8013　または　役場住民福祉課　緯44－2113

後期高齢者医療制度

　　　　　保険料が変わります！
　被保険者の方に納めていただく保険料は、２年
ごとに保険料率を決めることになっています。
　平成24年・25年度の保険料率が、広域連合の議
会において決定しましたのでお知らせします。

◆均等割（被保険者が等しく負担）
平成22・23年度 平成24・25年度
　年間 44,192 円　諮 　年間 47,709 円
 　　（3,517円増）
◆所得割（被保険者の所得に応じて負担）
平成22・23年度 平成24・25年度
　年間 10.28 ％　 諮 　年間 10.61 ％
 (0.33ポイント増)
◆限度額（１年間の上限額）
平成22・23年度 平成24・25年度
　年間 50 万円　　 諮 　年間 55 万円
 　　　　　　　　　　
○保険料の計算方法

●１年間の保険料の上限額は55万円。
●年度途中で加入したときは、加入月からの月割計算。

所得割額
（所得－33万円）

×10.61％
＋

均等割額
47,709円＝

１年間の保険料
(100円未満切捨)

75歳以上の方と、65～74歳で

一定の障がいのある方が対象

○保険料の軽減（軽減内容は平成23年度と変更なし）

軽減割合所得が次の金額以下の世帯

９割軽減
33万円かつ被保険者全員が所得０円

（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

8.5割軽減33万円

５割軽減
33万円＋（24万５千円×世帯主以外の被保険者数）

※単身世帯の方は該当しません

２割軽減33万円＋（35万円×世帯主以外の被保険者数）

被用者保険の被扶養者だった方の軽減

この制度に加入したとき、サラリーマンなどの健康保険の被扶養
者だった方は、所得割はかからず、均等割が９割軽減となります。

●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定。
●被保険者でない世帯主の所得も判定の対象。

均等割の軽減

【問い合わせ】
　北海道後期高齢者医療広域連合　緯011－290－5601
　役場住民福祉課　緯44－2113

●被保険者個人の所得で判定所得割の軽減

軽減割合所得が次の金額以下の方

５割軽減所得が33万円を引いた額が58万円以下の方

　介護保険料は３年ごとに見直されることとなっており、今年が改定の年となります。平成24年度～26年度
の３年間の介護保険料は、下表のとおり改定されることとなりました。
・特別徴収（年金からの引き落とし）により介護保険料を納付している方

　前年の保険料をもとに、仮に算定された保険料額を４月支給分の年金より納めていただきますが、６月
支給分の年金からは改定後の保険料へ変更となるため、特別徴収の額が変更となります。平成24年度の確
定した保険料については、７月25日頃特別徴収通知書を発送予定です。
・普通徴収（納付書により金融機関等で納付）により介護保険料を納付している方

　７月10日頃に納付通知書を発送予定です。
　保険料は、介護保険を運営していくための大切な財源となるものです。「みんなで支え合う」という制度の
趣旨をご理解いただき、介護が必要になったときに誰もが安心してサービスを利用できるように、保険料は
必ず納めましょう。

～後志広域連合からのお知らせ～

65歳以上の方の介護保険料が変わります！
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指
導
員
会
（
川
井
順
應
会
長
）
の
出

初
式
が
２
月　

日
、
町
総
合
文
化
セ
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ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

美
国
神
社
で
交
通
安
全
指
導
員
に

よ
る
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
出

初
式
で
は
、
松
井
町
長
、
遠
堂
余
市

警
察
著
長
（
代
理
）、
福
井
町
交
通
安

全
協
会
長
か
ら
激
励
と
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、
川
井
会
長
か
ら
「
私

た
ち　

名
の
交
通
安
全
指
導
員
は
、
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心
を
新
た
に
、
一
丸
と
な
っ
て
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
進
め
ま
す
。」と
、

交
通
安
全
宣
言
が
読
み
上
げ
、
今
年

１
年
の
交
通
事
故
防
止
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
初
式
に
先
立
ち
、
長
年

に
わ
た
り
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ

れ
た
交
通
安
全
功
労
者
と
優
良
運
転

者
、
合
わ
せ
て　

人
に
表
彰
状
が
伝
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達
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
北
海
道
警
察
本
部
長
・
北
海
道
交

通
安
全
協
会
会
長
連
名
表
彰

【
交
通
安
全
功
労
者
】

三
上　

一
孝
さ

ん　
　
　
（
日
司
町
）

【
優
良
運
転
者
】

荻
野　

紀
之
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

■
北
海
道
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

【
優
良
運
転
者
】

臼
木　

幹
勝
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（
野
塚
町
）
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金
久
さ
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（
美
国
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）

佐
藤　

弘
美
さ
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（
野
塚
町
）

佐
藤　

隆
二
さ
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（
日
司
町
）

馬
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大
さ
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（
美
国
町
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■
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
長
・
札
幌

方
面
交
通
安
全
協
会
会
長
連
名
表
彰

【
優
良
運
転
者
】

河
岸　

悟
郎
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

■
札
幌
方
面
交
通
安
全
協
会
会
長
表

彰
【
交
通
安
全
功
労
者
】

　

住
吉　

久
志
さ

ん　
　
　
（
神
岬
町
）

【
優
良
運
転
者
】

吉
田　

好
雄
さ

ん　
　
　
（
余
別
町
）

嶋
田　
　

実
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

成
田　

一
男
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

■
余
市
地
区
交
通
安
全
協
会
連
合
会

会
長
表
彰

【
優
良
運
転
者
】

澤　
　

信
一
さ

ん　
　
　
（
余
別
町
）

長
谷
川
雅
美
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

大
西
貴
久
子
さ

ん　
　
　
（
来
岸
町
）

福
井　

知
子
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

播
磨　

裕
子
さ

ん　
　
　
（
余
別
町
）

本
間
惠
里
子
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

大
島
千
歌
子
さ

ん　
　
　
（
日
司
町
）

熊
本　

和
子
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

齊
藤　

徳
治
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

菅
野　

拓
郎
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

山
﨑
美
枝
子
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

■
積
丹
町
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

今　

玖
美
子
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

　

的
場　

敬
貴
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）

　

的
場　

悦
子
さ

ん　
　
　
（
美
国
町
）
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決
意
を
新
た
に
無
事
故
を
願
っ
て

　
積
丹
町
交
通
安
全
指
導
員
出
初
式

婦人防火クラブ炊き出し訓練
　３月７日、積丹婦人
防火クラブ連合会（山
﨑美枝子会長：会員479
人）による炊き出し訓
練が北後志消防組合積
丹支署で行われました。
　今年で３回目となる
同訓練には、町内、各
地区の会員28人が参加。
カレーライスとポテトサラダ約
50食分を調理し、炊き出し用資
機材の使い方や手順などを確認しました。
　山﨑会長は、「非常時に備え、普段使い慣れない
大型の調理器具に慣れておくことが大切。昨年は、
この訓練を実施した２日後に東日本大震災が発生
し、改めて訓練の大切さを実感しました。」と話し
ていました。

　　　　　　　　～～ 非常時非常時にに備えて！備えて！ ～～　　　　　　　　
余別自治会が避難アンケートを実施
　余別自治会（井端順司会長）が津波から身を守るた
めの注意を促す文書とともに、津波が発生した場合の
避難に関するアンケート調査を実施しました。
　このアンケートは、より具体的な避難計画の策定が
図られるよう同町内77世帯に配布。避難方法や避難場
所、要援護者などについて調査し、64世帯から回答が
ありました。
　避難場所適地には、雙源寺やクラッセの宿が安全と
答える方が多く、避難路の整備に関する意見なども出
されました。
　今後、アンケート結果
や避難計画を踏まえて、
高齢者などの要援護者の
救援体制ができるよう、
同自治会の班編成の見直
しを検討することにして
います。
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３
月
８
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
余
別
、
野
塚
、
入
舸
、

美
国
地
区
の
女
性
団
体
か
ら　

人
が
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参
加
し
て
積
丹
町
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
（
戸
来
和
子
会
長
）
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
美
国
婦
人
会
の
高

山
睦
子
さ
ん
を
講
師
に
、
上
新
粉
と

食
紅
を
使
っ
て
作
る
花
だ
ん
ご
づ
く

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

集
落
で
異
な
る
風

集
落
で
異
な
る
風
習習

　

花
だ
ん
ご
は
、
宗
派
に
よ
っ
て
も

違
い
ま
す
が
、
供
物
と
し
て
お
盆
や

お
葬
式
、
法
要
の
際
に
作
ら
れ
、
役

目
が
終
わ
っ
た
ら
お
や
つ
と
し
て
食

べ
ら
れ
ま
す
。

　

白
い
団
子
の
上
に
季
節
の
花
々
で

あ
し
ら
っ
た
鮮
や
か
な
団
子
で
す
。

　

同
じ
町
内
で
も
型
枠
を
使

っ
て
作
る
と
こ
ろ
や
全
く
風

習
が
無
い
と
こ
ろ
な
ど
、
集

落
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
よ

う
で
、
型
枠
を
使
わ
ず
に
作

る
と
こ
ろ
は
町
内
で
も
美
国

町
だ
け
の
よ
う
で
す
。

　

入
舸
町
の
鳴
海
み
な
さ
ん

は
、「
今
回
、
初
め
て
作
り
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
家
で
も

作
っ
て
み
た
い
で
す
。」と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
元
々
は
、
東
北
地

方
の
食
文
化
で
、
昔
は
、
米

を
水
に
ひ
た
し
て
作
ら
れ
て

い
た
ん
で
す
よ
。」と
話
さ
れ

る
方
も
い
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
に
・
・

終
始
和
や
か
に
・
・
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交
流
会
は
、「
こ
っ
ち
の
は
ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
。
ひ
と
つ
食
べ
る
と
お
な

か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ね
。」な
ど
と
、

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
終
始
和
や
か

な
様
子
で
行
わ
れ
、
ま
た
、
は
さ
み

を
使
っ
て
花
び
ら
を
刻
み
こ
ん
だ
り
、

コ
ー
ヒ
ー
の
粉
で
色
付
け
す
る
な
ど
、

工
夫
を
凝
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
り
手

の
個
性
が
に
じ
み
出
る
仕
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

 

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　
「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
の

災
害
援
助
活
動
が
評
価 

　

東
日
本
大
震
災
の
仮
設
住
宅
建
設

用
資
材
を
い
ち
早
く
被
災
地
へ
供
給

し
た
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
（
日
本
た
ば
こ

産
業
㈱
）
に
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
、「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
美

国
川
流
域
エ
リ
ア
の
森
林
か
ら
産
出

さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
の
一
部
を
活
用
し
、

仮
設
住
宅
約　

戸
分
相
当
の
杭
丸
太

80

約
２
、
０
０
０
本
を
被
災
地
に
供
給
。

災
害
援
助
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
林
野
庁
北
海
道
森
林
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管
理
局
（
札
幌
市
）
で
行
わ
れ
た
伝

達
式
に
は
、
松
井
町
長
も
出
席
。
津

元
賴
光
同
局
長
か
ら
大
森
均
Ｊ
Ｔ
北

海
道
支
店
長
へ
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
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～花だんごづくりにおじゃましました～
 ・15分ほど蒸した
ら完成です。
蒸す前にたっぷり
水をかけ、蒸し上
がったら内輪で冷
やします。そうす
ることで艶が出る
そうです。

 ・上新粉、砂糖 
300g、塩少々、水
800ccを耳たぶぐ
らいの硬さになる
までよく混ぜます。
(花だんご20～30
個の場合)

・花だんごの台座
の部分を作
ります。

・台座の上に、食紅で様々な色を付けた
だんごを使い花や果物などをあしらいま
す。和菓子職人のように専用のはさみで
菊を作る方もいました。

・色合いも一層増し、きれいに仕上がり、皆さ
ん満足の様子でした。
焼いて食べてもおいしいそうです。
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域
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▲大森支店長（左）津本道森林管理局長（右）
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